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は
じ
め
に

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
「
民
族
産
業
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
産
業

が
二
つ
あ
る
。
丁
字
入
り
た
ば
こ
産
業
と
バ
テ
ィ
ッ
ク
（
ロ
ウ
ケ
ツ
染

め
）
産
業
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
産
業
は
主
に
国
内
市
場
向
け
の
産
業

で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る（

１
）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
商
業
分
野

で
は
植
民
地
時
代
か
ら
一
般
的
に
華
人
が
優
勢
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

二
つ
の
産
業
で
は
例
外
的
に
現
地
人
が
活
躍
し
た
と
い
う
特
徴
も
持
っ

て
い
る
。
特
に
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
二
○
○
九
年
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
世
界

無
形
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
外
で
非
常

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

本
研
究
で
は
国
内
市
場
向
け
で
あ
っ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
が
産
業
と

し
て
発
展
し
た
と
い
わ
れ
る
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
二
○
世
紀
前
半
、
世

植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
成
長

赤
　
　
崎
　
　
雄
　
　
一

界
市
場
と
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
、
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
た
め
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
る
ジ
ャ
ワ
島
の
地
方
都
市
ス
ラ

カ
ル
タ
に
焦
点
を
当
て
、
生
産
地
の
地
域
差
を
考
慮
し
な
が
ら
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
展
開
を
概
観
す
る
。

　

バ
テ
ィ
ッ
ク
に
関
す
る
先
行
研
究
は
そ
の
芸
術
性
の
高
さ
に
注
目
し

た
文
化
的
な
研
究
が
中
心
で
あ
る（

２
）。
一
方
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
歴
史

的
な
研
究
に
は
十
分
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ

植
民
地
期
に
つ
い
て
の
歴
史
的
記
述
は
一
九
三
○
年
頃
の
報
告
書
『
バ

テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ポ
ル
トBatikrapport

』［K
at A

ngelino 1930a

］［K
at 

A
ngelino 1930b

］［K
at A

ngelino 1931

］
の
叙
述
の
み
で
説
明
さ

れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
つ

い
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
同
盟Sarekat Islam

研
究
の
関
連
で
部
分
的
に

ふ
れ
ら
れ
て
は
い
る（

３
）。
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以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
綿
布
の
下
処
理
：
原
料
で
あ
る
輸
入
品
の
綿
布
は
そ
の
ま
ま
バ

テ
ィ
ッ
ク
に
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
下
準
備
が
必
要
で

あ
る
。
通
常
は
、
水
洗
い
、
灰
汁
・
油
に
浸
し
柔
ら
か
く
す
る

な
ど
の
行
程
（nglojor

）
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
乾
燥
、
裁
断
、

糊
付
け
さ
れ
、木
製
ハ
ン
マ
ー
で
叩
か
れ
る
（ngem

plong

）。

②
ロ
ウ
置
き
：
鉛
筆
で
下
書
き
が
施
さ
れ
た
綿
布
の
上
に
ロ
ウ
が

置
か
れ
る
。
片
面
の
ロ
ウ
に
よ
る
模
様
描
き
（ngengreng

）

が
終
了
し
た
後
、
反
対
側
に
も
同
じ
模
様
描
き
を
行
う
。
そ
の

後
、
両
面
と
も
防
染
し
た
い
部
分
を
ロ
ウ
で
ふ
せ
る

（nem
bok

）。

③
青
（
藍
）
染
め
：
ロ
ウ
置
き
が
な
さ
れ
た
綿
布
は
藍
の
入
っ
た

桶
の
中
に
浸
さ
れ
る
（m

edel

）。
そ
の
後
、
引
き
上
げ
ら
れ
、

乾
か
さ
れ
る
が
、
ロ
ウ
の
下
の
綿
布
は
白
い
ま
ま
と
な
る
。

④
脱
ロ
ウ
：
一
部
の
ロ
ウ
が
削
り
落
と
さ
れ
る
（ngerok

）。
こ

れ
は
茶
に
染
め
る
部
分
に
な
る
。

⑤
ロ
ウ
置
き
：
青
色
の
ま
ま
残
し
た
い
部
分
に
再
び
ロ
ウ
置
き
を

行
う
（m

bironi

）。

⑥
茶
（
ソ
ガsoga

）
染
め （njoga

）

⑦
脱
ロ
ウ
：
大
き
な
釜
に
布
が
入
れ
ら
れ
、
煮
沸
さ
れ
る

（m
babar

）。
こ
れ
で
ロ
ウ
を
溶
か
し
、
描
か
れ
た
模
様
が
現

れ
る
。

⑧
仕
上
げ
：
洗
い
、
糊
付
け
、
乾
燥
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
製
作
さ
れ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
腰
に
巻
く
筒
状
の

　

一
九
一
一
年
、
ス
ラ
カ
ル
タ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の
大
衆
的
民
族
主

義
団
体
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
同
盟
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
設
立
者
で
あ
る

サ
マ
ン
フ
デ
ィSam

anhudi

は
有
力
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
商
で
あ
り
、
ス

ラ
カ
ル
タ
に
お
け
る
他
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
関
わ
る

商
人
が
多
か
っ
た
。
こ
の
イ
ス
ラ
ム
同
盟
設
立
の
背
景
と
し
て
、
ブ
ル

ム
ベ
ル
ヘ
ル
、
フ
ァ
ン
・
ニ
ー
ル
、
深
見
、
白
石
な
ど
が
バ
テ
ィ
ッ
ク

業
を
め
ぐ
る
華
人
商
人
と
現
地
人
商
人
と
の
対
立
が
背
景
に
あ
る
と
説

明
し
た
［Blum

berger 1987 : 55

］［V
an N

iel 1970 : 88

］［
深
見 

1979 : 25

］［Shiraishi 1990 : 39
］。
し
か
し
、
コ
ル
フ
ェ
ル
は
こ
の

見
解
を
否
定
し
、
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
現
地
人
商
人
が
相
変
わ
ら
ず
優
勢

で
あ
り
、
華
人
商
人
と
現
地
人
商
人
と
の
関
係
は
よ
か
っ
た
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
［K

orver 1982 : 18

］。
こ
の
よ
う
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
に

お
け
る
現
地
人
商
人
と
華
人
商
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
た

い
。

Ⅰ
．
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
成
り
立
ち

一
．
バ
テ
ィ
ッ
ク
と
は

　

バ
テ
ィ
ッ
ク
と
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
で
生
産
さ
れ
る
ロ
ウ

ケ
ツ
染
め
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
は
「
ジ
ャ
ワ
更
紗
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
元
来
、
バ
テ
ィ
ッ
クbatik

と
は
ジ
ャ
ワ
語
で
「
点
」、「
点
を

う
つ
」、「
印
を
つ
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た

語
と
言
わ
れ
る
［A

non  1917 : 192

］。

　

中
部
ジ
ャ
ワ
地
方
に
お
け
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
基
本
的
な
製
作
過
程
は
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ら
は
布
に
水
絵
具
で
非
常
に
精
巧
に
絵
を
描
く
こ
と
を
心
得
て
い

る
」

と
記
述
さ
れ
、
宮
廷
内
で
働
く
女
性
従
者
に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
は
自
分
た
ち
が
必
要
と
し
て
い
る
限
り
の

も
の
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
に
は
台
所
仕
事
、
織
物
、
糸
紡

ぎ
、
刺
繍
、
絵
を
描
く
こ
と
、
縫
物
な
ど
、
女
性
の
仕
事
と
考
え

ら
れ
る
も
の
一
切
が
含
ま
れ
る
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
［
フ
ー
ン
ス 1988 : 37 ; 57

］。
ル
ー
フ
ァ
ー
ル

は
「
絵
を
描
く
こ
と
」
と
い
う
部
分
を
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
こ
と
だ
ろ
う
と

指
摘
し
た
［Rouffaer 1904 : 16

］。
こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
、
ジ
ャ

ワ
の
王
宮
に
お
い
て
彩
色
さ
れ
た
綿
布
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、そ
れ
が
ジ
ャ
ワ
産
か
イ
ン
ド
産
か
、

ま
た
は
そ
れ
が
ロ
ウ
ケ
ツ
染
め
の
製
法
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

一
八
世
紀
に
な
る
と
、
一
七
○
五
年
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
近
郊
で
「
バ

テ
ィ
ッ
クbatex

も
し
く
は
ス
レ
ン
ダ
ンselindangs

」
と
呼
ば
れ
る

白
い
綿
布
へ
の
染
色
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、

一
七
八
七
年
の
バ
ン
テ
ン
で
は
、「
カ
ユ
・
ソ
ガcayu soga

と
は
樹

皮
で
あ
り
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
茶
色
を
出
す
た
め
に
煮
詰
め
る
も
の
」、

ロ
ウ
ケ
ツ
染
め
の
ロ
ウ
に
混
ぜ
ら
れ
る
「
ダ
マ
ル
・
カ
チ
ャdam

ar 
kaca

は
ジ
ャ
ワ
で
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
製
造
の
た
め
に
最
も
望
ま
れ
る
」

と
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
原
料
に
関
す
る
具
体
的
な
記
載
が
現
れ
る
よ
う
に

な
る
［Rouffaer 1904 : 16

］。
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
一
八
一
七
年
、

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
な
っ
た
ジ
ャ
ワ
の
副
総
督
と
し
て
赴
任
し
、『
ジ
ャ

サ
ロ
ンsarong

、
腰
に
巻
き
付
け
る
カ
イ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ンkain 

panjang
、
女
性
用
の
肩
掛
け
の
ス
レ
ン
ダ
ンselendang

、
胸
当
て

で
あ
る
ク
ン
ベ
ンkem

ben

、
頭
に
つ
け
る
カ
イ
ン
・
ク
パ
ラkain 

kepala

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
［K

retschm
er de W

ilde 1941 : 187-
188

］。
二
．
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
起
源

　

ジ
ャ
ワ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。『
バ

テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ポ
ル
ト
』
で
は
、「
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
人
よ
っ
て
一
二
世

紀
に
ジ
ャ
ワ
に
持
っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
あ
り
、
大
航
海
時
代
以
前
か
ら

東
南
ア
ジ
ア
で
流
通
し
て
い
る
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
産
の
イ
ン
ド
綿
布

が
そ
の
起
源
と
い
う
［K

at A
ngelino 1930a : 13

］。 

　

一
七
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

彼
ら
の
残
し
た
文
献
の
中
に
染
色
さ
れ
た
綿
布
に
関
す
る
記
述
が
残
さ

れ
て
い
る
。一
七
世
紀
初
め
、ジ
ャ
ワ
の
上
級
階
級
の
衣
服
と
し
て
、「
彩

色
さ
れ
た
綿
布pintado

に
よ
る
腰
布
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
イ
ギ

リ
ス
人
が
述
べ
て
い
る
［Foster 1943 : 172

］。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ

東
イ
ン
ド
会
社
の
フ
ァ
ン
・
フ
ー
ン
ス
に
よ
る
一
六
五
六
年
の
報
告
に
、

マ
タ
ラ
ム
王
宮
の
踊
り
子
た
ち
が
用
い
て
い
る
腰
布
に
つ
い
て
、

「
腰
布
は
非
常
に
大
き
な
布
で
、
非
常
に
た
く
み
に
、
彼
女
た
ち

は
下
半
身
全
体
、
時
に
は
足
ま
で
も
蔽
っ
て
い
る
。
こ
の
布
に
は

多
く
の
種
類
が
あ
る
。
た
と
え
ば
黒
地
に
金
の
星
が
あ
っ
た
り
、

青
地
に
金
や
銀
の
花
が
あ
っ
た
り
、
赤
や
緑
や
白
が
ま
ざ
り
あ
っ

た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
み
な
金
銀
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
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に
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
が
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
基
本
的
な
原
料
と
し
て
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［A

non 1917 : 193

］。

　

キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
綿
布
の
使
用
は
バ
テ
ィ
ッ
ク

の
品
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、一
八
三
○
年
代
以
来
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
柄
を
模
倣
し
て
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
捺
染
、

イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
も
合
わ
せ
て
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、

ジ
ャ
ワ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
競
争
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

［K
operberg 1922 : 148

］。
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
が

そ
の
著
書
で
ジ
ャ
ワ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介
す
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
本
国
で
機
械
製
綿
布
に
バ
テ
ィ
ッ
ク
風
の
柄
を
プ
リ
ン
ト
し

た
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
製
造
が
始
ま
り
、
一
八
三
五
年
、
ラ
イ

デ
ン
に
バ
テ
ィ
ッ
ク
工
場
が
設
立
さ
れ
た
。ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、ハ
ー
レ
ム
、

ヘ
ル
マ
ン
ド
、
ア
ペ
ル
ド
ー
ル
ン
も
そ
れ
に
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
工
場

で
は
当
初
、
ジ
ャ
ワ
人
労
働
者
に
よ
っ
て
伝
統
的
製
法
に
よ
る
ロ
ウ
ケ

ツ
染
め
の
生
産
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
［Robinson 1969:40-41

］。

　

捺
染
の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
一
九
世
紀
後
半
以
降
、

大
量
生
産
が
進
み
、
機
械
織
綿
布
に
合
成
染
料
を
用
い
た
製
品
が
ジ
ャ

ワ
の
市
場
に
拡
大
し
た
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
人
官
吏
の
一
人
が
ジ
ャ
ワ

の
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
は
や
が
て
滅
び
る
だ
ろ
う
と
そ
の
将
来
を
悲
観
し
た

予
言
を
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
［M

r : 842/21

］。

二
．
チ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
製
造
の
始
ま
り

　

一
九
世
紀
中
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
綿
製
品
が
流
入
す
る
中
、
ジ
ャ
ワ

ワ
誌
』
を
著
し
た
ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
関
す
る
詳
細
な
記
録

を
残
し
た
。綿
布
に
溶
か
し
た
ロ
ウ
に
よ
っ
て
模
様
を
両
面
か
ら
描
き
、

染
料
に
浸
す
と
い
う
ロ
ウ
ケ
ツ
染
め
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に

解
説
し
て
い
る
［Raffl

es 1830:188-189 （
４
）］。

　

こ
の
よ
う
に
そ
の
起
源
は
明
確
で
は
な
い
が
、
遅
く
と
も
一
八
世
紀

初
め
頃
ま
で
に
は
、
ジ
ャ
ワ
で
王
宮
が
あ
る
地
域
を
中
心
に
植
物
染
料

と
ロ
ウ
を
使
用
し
た
ロ
ウ
ケ
ツ
染
め
で
あ
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
製
造
が
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
服

が
日
常
の
服
と
し
て
貴
族
層
も
し
く
は
都
市
部
の
住
民
に
使
用
さ
れ
、

地
方
の
農
民
層
に
は
特
別
な
機
会
の
服
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

［Poensen 1877 : 5 （
５
）］。

Ⅱ
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
原
料
の
流
入
と
技
術
革
新

一
．
綿
布
と
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
流
入

　

一
九
世
紀
か
ら
二
○
世
紀
初
め
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
原
料
と
製
造
方
法

に
大
き
な
変
革
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
場
に
出
さ
れ
る
バ

テ
ィ
ッ
ク
の
生
産
量
が
増
え
、産
業
化
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
契
機
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
機
械
織
綿
布
の
流
入
だ
っ
た
。

　

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
原
料
で
あ
る
綿
布
は
、
そ
れ
以
前
、
モ
リm

ori

と

呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
産
が
主
に
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
一
八
一
五
年
頃
か

ら
、
オ
ラ
ン
ダ
製
、
イ
ギ
リ
ス
製
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
クcam

bric

、
キ
ャ

ラ
コcalicot

、
マ
ダ
ポ
ラ
ムm

adapollam

と
呼
ば
れ
る
機
械
織
の
晒

綿
布
が
イ
ン
ド
製
綿
布
を
一
掃
し
な
が
ら
ジ
ャ
ワ
市
場
に
流
入
し
、
特
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る
た
め
作
業
場
所
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
工
場
生
産
の
形

態
を
取
る
企
業
も
現
れ
た
。
従
来
、
女
性
が
自
宅
で
行
う
家
内
産
業
と

い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
ロ
ウ
置
き
に
、
都
市
部
の
男

性
労
働
者
が
働
く
工
場
生
産
と
い
う
特
徴
も
新
た
に
加
わ
っ
た
の
で
あ

る
［M

r:842/21

］。

三
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
染
料
・
ロ
ウ
へ
の
転
換

　

二
○
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
綿
布
だ
け
で
は
な
く
他
の
原
料
に
つ
い

て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
の
使
用
が
普
及
し
た
。 

バ
テ
ィ
ッ
ク
は
藍
染

め
、
ソ
ガ
染
め
と
い
っ
た
植
物
染
料
を
用
い
た
染
色
に
特
徴
が
あ
る
。

茶
色
に
染
め
る
ソ
ガ
染
め
は
、
ソ
ガ
と
呼
ば
れ
る
数
種
類
の
植
物
を
煮

沸
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
染
料
が
作
ら
れ
る
。
ス
ラ
カ
ル
タ
で
そ
の
材
料

の
中
心
は
テ
ィ
ン
ギT

ingi

樹
皮
で
あ
り
、
ス
ン
バ
ワ
島
産
が
他
の
地

域
の
も
の
よ
り
も
好
ま
れ
て
い
た
［Soerachm

an 1927:24 （
６
）］。

　

大
量
の
綿
布
を
ジ
ャ
ワ
に
輸
出
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
一
九

世
紀
後
半
、合
成
染
料
を
発
明
し
、そ
れ
ら
も
輸
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

一
八
五
六
年
、イ
ギ
リ
ス
で
紫
色
の
ア
ニ
リ
ン
染
料
が
発
明
さ
れ
る
と
、

一
八
六
九
年
に
ア
カ
ネ
色
素
の
ア
リ
ザ
リ
ン
、
一
八
八
○
年
に
合
成
藍

が
開
発
さ
れ
、バ
イ
エ
ル
社
、Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
社
な
ど
の
ド
イ
ツ
企
業
に
よ
っ

て
製
品
化
さ
れ
た
。
二
○
世
紀
に
入
る
と
合
成
染
料
の
海
外
輸
出
が
本

格
化
し
た
。
特
に
合
成
藍
に
つ
い
て
は
、天
然
藍
と
比
べ
、色
の
強
さ
・

保
存
性
は
ほ
ぼ
同
じ
と
言
わ
れ
、
半
額
で
購
入
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、

す
ぐ
に
ジ
ャ
ワ
で
の
輸
入
が
拡
大
し
た
［A

non 1917:194

］。
ア
ニ
リ

ン
染
料
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
企
業
が
一
九
一
○
年
に
ジ
ャ
ワ
に
技
術

の
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
を
救
っ
た
の
が
、
防
染
用
ロ
ウ
置
き
道
具
の
技
術
革

新
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
溶
か
し
た
ロ
ウ
を
細
い
管
を
通
し
て
出
す
ペ
ン

よ
う
な
道
具
、
チ
ャ
ン
テ
ィ
ンcanting

を
使
用
し
て
、
女
性
が
手
作

業
で
ロ
ウ
に
よ
っ
て
模
様
を
描
く
、
ま
た
は
染
色
し
な
い
部
分
を
ロ
ウ

で
覆
う
と
い
う
方
法
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
製
作
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
繊
細

な
作
業
が
芸
術
性
の
高
さ
の
源
と
も
な
っ
て
い
た
が
、
多
く
の
手
間
と

時
間
を
か
け
る
た
め
生
産
性
が
高
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
一
八
四
五

年
頃
か
ら
チ
ャ
ッ
プcap
を
使
用
し
た
新
し
い
ロ
ウ
置
き
の
製
法
が

普
及
し
始
め
た
。
チ
ャ
ッ
プ
と
は
木
の
板
に
何
枚
も
の
銅
板
を
は
め
込

ん
だ
ス
タ
ン
プ
の
こ
と
で
あ
る
。
銅
板
の
先
端
に
ロ
ウ
を
付
け
、
綿
布

に
押
し
つ
け
る
こ
と
で
模
様
を
描
き
、
ロ
ウ
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

チ
ャ
ッ
プ
の
使
用
に
よ
っ
て
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
製
作
日
数
は
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
。
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン
を
使
用
し
た
こ
れ
ま
で
の
手
描
き
の
製
造
方

法
だ
と
一
二
日
か
ら
一
五
日
は
必
要
だ
っ
た
が
、
チ
ャ
ッ
プ
を
使
用
す

れ
ば
一
日
に
二
○
枚
の
サ
ロ
ン
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

［M
r:842/21

］［Soerachm
an 1927:7-9

］。

　

ま
た
チ
ャ
ッ
プ
の
導
入
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
労
働
の
性
格
に
も
大
き
な
変

化
を
与
え
た
。
一
～
二
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
始
ま
っ
た
チ
ャ
ッ

プ
の
面
積
は
、
一
八
七
三
年
頃
に
は
一
○
○
～
一
五
○
平
方
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
り
、
一
九
二
七
年
頃
に
は
四
○
○
～
九
○
○
平
方

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
拡
大
し
た
。
併
せ
て
そ
の
重
量
も
増
し
た
た
め
、

そ
れ
ま
で
女
性
中
心
だ
っ
た
ロ
ウ
置
き
に
男
性
労
働
者
が
必
要
と
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
［K

at A
ngelino 1930a:14

］［Soerachm
an 

1927:7

）。
ま
た
、
チ
ャ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
を
守
る
こ
と
が
必
要
に
な
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ロ
ウ
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
蜜
蝋
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
六

○
年
頃
か
ら
安
価
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
鉱
物
系
ロ
ウ
で
あ
る
オ
ゾ
ケ
ラ
イ

ト
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
○
五
年
以
降
、
ジ
ャ
ワ
の
工
場

で
作
ら
れ
た
石
油
系
ロ
ウ
で
あ
る
パ
ラ
フ
ィ
ン
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
製
造
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［A

non 1917:193

］。

四
．
二
〇
世
紀
初
め
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

　

一
九
世
紀
か
ら
二
○
世
紀
初
め
、
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
テ
ィ
ッ
ク

の
大
攻
勢
を
受
け
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
で
あ
っ
た
が
、
原
料
と
製
造
方

法
の
見
直
し
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
重
要
な
産
業
と
認
識
さ
れ

る
ほ
ど
に
成
長
し
た
。
特
に
チ
ャ
ッ
プ
と
合
成
染
料
の
導
入
に
よ
り
短

時
間
に
大
量
の
製
品
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
価
格
を
下
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
う
し
た
技
術
革
新
に
よ

り
大
衆
向
け
バ
テ
ィ
ッ
ク

生
産
が
急
拡
大
し
、
産
業

化
が
進
展
し
た
と
い
え
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
捺
染
で

あ
る
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

バ
テ
ィ
ッ
ク
と
比
較
し
、

ジ
ャ
ワ
産
バ
テ
ィ
ッ
ク
の

特
徴
は
、
布
の
両
面
が
そ

れ
ぞ
れ
同
じ
模
様
で
染
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

者
を
派
遣
す
る
な
ど
の
攻
勢
を
か
け
、
販
売
を
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
ソ

ガ
染
め
の
代
わ
り
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
植
物
染
料
と

色
合
い
は
異
な
る
も
の
の
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
五
コ
デ
ィkodi

、
つ

ま
り
一
○
○
枚
染
め
る
こ
と
が
で
き
、
従
来
の
ソ
ガ
染
め
で
は
八
～

一
四
日
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
、
一
日
と
数
時
間
で
仕
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
洗
濯
、
天
日
に
よ
る
退
色
に
強
い
と
い
う
利
点
も

あ
っ
た
。
特
に
派
手
な
色
を
好
む
人
々
に
は
ア
ニ
リ
ン
染
料
に
よ
る
製

品
が
好
ま
れ
、
伝
統
的
な
製
法
を
重
ん
じ
る
現
地
人
企
業
に
比
べ
、
改

革
に
柔
軟
に
対
応
で
き
た
華
人
企
業
な
ど
が
最
初
に
使
用
し
た

［K
operberg 1922:154

］［M
entel 1919:15, 18

］。

表１
ジャワ・マドゥラの合成染料の輸入（1000kg）

アニリン アリザリン 合成藍
1911 134 305
1912 230 341
1913 262 531
1914 261 337
1915 80 112
1916 239 122
1917 33 0
1918 17 0 1
1919 84 50 50
1920 186 303 337
1921 184 302 484
1922 166 246 535
1923 246 344 426
1924 327 475 562
1925 603 410 647
1926 1112 589
1927 1052 539 1100
1928 930 885
1929 1211 776
1930 1112 713

［VHNL］
［Vb.15-11-23-12］

表２
５人以上の労働者がいるバティック・染色企業

（1915.12）
企業数 労働者数

Surakarta 225 3608
Pekalongan 144 1266
Jokjakarta 69 1115
Surabaya 53 592
Rembang 33 261
 その他 85 764

合計 579 7606
［Anon 1917：198］

＊�その他は Banyumas, Batavia, Cirebon, Kedu, 
Kediri, Madiun
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も
意
味
す
る
。
一
八
七
○
年
代
以
降
、
ジ
ャ
ワ
の
鉄
道
敷
設
が
本
格
化

し
、
流
通
網
が
整
備
さ
れ
た
。
安
価
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
と
一
大
生
産
地
で
あ
る
ス
ラ
カ
ル
タ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ

カ
ル
タ
製
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
ジ
ャ
ワ
各
地
に
流
通
し
、
各
地
で
競
争
が
激

化
し
た
た
め
、
現
地
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
を
減
退
さ
せ
た
例
が
数
多
く

見
ら
れ
た
［M

.W
.H

. Banjoem
as:384

］［M
.W

.H
. K

edoe:384

］

［M
.W

.H
. M

adoera:384

］［M
.W

.H
. Soerabaja:384

］。
ま
た
、ジ
ャ

ワ
産
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
ジ
ャ
ワ
島
以
外
の
蘭
領
東
イ
ン
ド
、
つ
ま
り
外
領

や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン
、
タ
イ
な
ど
の
外
国
へ
も
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

Ⅲ
．
第
一
次
世
界
大
戦
と
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

一
．
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
特
徴

　

こ
れ
ま
で
外
国
製
原
料
の
流
入
と
技
術
革
新
に
つ
い
て
概
観
し
た

が
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
生
産
す
る
産
地
で
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
事
情
が
あ

り
、
外
国
産
原
料
の
導
入
、
製
造
方
法
の
改
革
な
ど
で
は
地
域
差
が
大

き
か
っ
た
と
考
え
る
。
本
章
で
は
最
も
重
要
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
地
で

あ
る
ス
ラ
カ
ル
タ
を
事
例
に
と
り
、
そ
の
地
域
差
に
注
目
し
な
が
ら
、

こ
の
地
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
が
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
混
乱
を
ど
の
よ

う
に
乗
り
切
り
、
成
長
を
続
け
た
の
か
を
検
討
す
る
。

　

ス
ラ
カ
ル
タ
は
ソ
ロ
川
流
域
の
肥
沃
な
平
野
に
位
置
す
る
ジ
ャ
ワ
島

中
部
の
都
市
で
あ
る
。
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
二
つ
の
王
家
を
擁
し
、
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
期
に
は
王
侯
領
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
王
侯
領

る
。
片
面
だ
け
染
め
ら
れ
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
バ

テ
ィ
ッ
ク
は
、
ど
う
し
て
も

裏
側
の
色
が
に
じ
み
、
く
す

ん
だ
色
合
い
の
模
様
と
な

る
。
ジ
ャ
ワ
の
人
々
は
両
面

が
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
布
を
好
み
、
こ
れ
も
ジ
ャ

ワ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
を
進

展
さ
せ
た
一
因
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
［K

retschm
er de 

W
ilde 1941 :188

］。

　

二
○
世
紀
初
め
に
は
表
２

に
あ
る
よ
う
に
ス
ラ
カ
ル

タ
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
、
ジ
ョ

ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、ス
ラ
バ
ヤ
、

レ
ン
バ
ン
が
バ
テ
ィ
ッ
ク
の

主
要
な
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
［A

non 
1917:198

］。
た
だ
し
、
こ

れ
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
地
が

集
中
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
諸
地
域
に
あ
っ
た
零
細

な
企
業
が
淘
汰
さ
れ
た
こ
と

地図１

［Reitsma 1925:72］より作成
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バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
に

本
格
的
に
参
入
し
た

事
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
チ
ャ
ッ
プ
導

入
以
前
、
ジ
ャ
ワ
人

に
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産

を
委
ね
て
い
た
華
人

商
人
が
、
チ
ャ
ッ
プ

導
入
を
機
に
自
分
の

バ
テ
ィ
ッ
ク
工
場
設

立
へ
と
動
き
だ
し
た

［K
at A

ngelino 
1930b:95

］［K
V

 
1892

］。

　

一
九
一
一
年
、
ス

ラ
カ
ル
タ
で
イ
ス
ラ

ム
同
盟
が
設
立
さ
れ

た
が
、
そ
の
背
景
と

し
て
バ
テ
ィ
ッ
ク
産

業
で
現
地
人
商
人
と

華
人
商
人
と
の
対
立

が
あ
っ
た
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、

ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ

で
あ
っ
た
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
並
ぶ
ジ
ャ
ワ
宮
廷
文
化
の
中
心
地
で

あ
る
。
そ
の
た
め
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
王
宮
の
権
力
と
結
び

つ
い
た
デ
ザ
イ
ン
を
藍
染
め
と
茶
色
の
ソ
ガ
染
め
で
染
め
る
の
が
特
徴

で
あ
り
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
ジ
ャ
ワ
に
流
通
す
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
の

主
要
な
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
も
そ
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
宮
廷
に
い
る
女
性
の
た
し
な
み
の
一
つ
と

し
て
製
作
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ス
ラ
カ
ル
タ
中
心
部
に
あ
る
王
宮

に
近
い
カ
ウ
マ
ンK

aum
an

地
区
な
ど
が
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
生
産
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
現
地
人
官
吏
の
妻
な
ど
が
チ
ャ
ン
テ
ィ

ン
を
用
い
て
手
描
き
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
自
宅
で
製
作
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
主
に
自
分
た
ち
の
家
族
の
た
め
に
作
ら
れ
る
も
の
で
、
他
へ
販
売
さ

れ
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
他
の

生
産
地
と
同
様
に
チ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
製
法
が
ス
ラ
カ
ル
タ
に
も
普
及

し
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
産
業
へ
と
成
長
し
始
め
た
。
こ
の
地
で
初
め
て

チ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
製
造
を
行
っ
た
場
所
も
カ
ウ
マ
ン
地
区
と
言
わ
れ
る

［Soerachm
an 1927:30-31

］［Soekarsno 1935:90

］。

　

二
○
世
紀
の
初
め
に
は
市
南
西
部
に
あ
る
ラ
ウ
ェ
ヤ
ンLaw

eyan

地
区（
７
）も
産
業
の
中
心
地
と
し
て
成
長
し
、
チ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し
た
安
価

な
製
品
に
特
化
し
た
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
七
○
年

以
降
の
鉄
道
の
敷
設
が
、
市
の
南
西
部
に
新
し
い
生
産
地
が
生
ま
れ
た

事
に
関
係
し
て
い
る
。バ
テ
ィ
ッ
ク
販
売
地
域
も
鉄
道
で
拡
大
し
、ジ
ャ

ワ
中
に
ス
ラ
カ
ル
タ
産
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
普
及
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

［Brenner 1991:41 （
８
）］。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
以
前
か
ら
綿
布
、
ロ
ウ

な
ど
原
材
料
の
流
通
を
ア
ラ
ブ
人
と
共
に
独
占
し
て
い
た
華
人
商
人
が

表３
スラカルタの地域別バティック企業数（1920.11）

地域 企業家 労働者数現地人 華人 アラブ人 西洋人 合計
スラカルタ中心部 43 17 11 2 71 478
Kampong Kidul 8 8 60
Kampong Lor 1 9 10 106
Gading 10 8 26 44 338
Jebres 12 12 76
Serengan 16 14 1 30 246
Gandekan 10 25 35 315
Laweyan 70 70 525

合計 158 85 37 3 280 2144
［Koperberg 1922：155］

［Vb.15-11-23-12］
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た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
流
入
す
る
合
成
染
料
は
ほ
と
ん
ど
ド
イ
ツ
で
生
産

さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
一
五
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
た
め
、
ド

イ
ツ
は
染
料
の
輸
出
を
禁
止
し
た
。
合
成
染
料
の
品
不
足
は
す
ぐ
に
深

刻
な
問
題
と
な
り
、そ
れ
が
天
然
染
料
の
品
不
足
ま
で
も
引
き
起
こ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
が
高
騰
し
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
茜
染
め
に
使
用
さ

れ
る
植
物
染
料
ム
ン
ク
ド
ゥm

engkudu

の
価
格
が
大
戦
前
の
六
二

ギ
ル
ダ
ー
か
ら
二
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
に
値
上
が
り
し
て
い
る
。

一
九
一
六
年
、
事
態
を
重
く
見
た
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
庁
は
バ
テ
ィ
ッ

ク
産
業
支
援
の
た
め
に
直
接
ド
イ
ツ
企
業
か
ら
染
料
を
購
入
し
、
配
給

す
る
方
策
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
輸
入
量
は
一
時
的
に
増
加
し

た
が
、
価
格
の
高
騰
に
つ
い
て
は
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

一
九
一
七
年
に
な
る
と
、
戦
争
に
よ
る
船
舶
不
足
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
輸
送
そ
の
も
の
が
困
難
に
な
っ
た
。
染
料
だ
け
で
は
な
く
、

オ
ラ
ン
ダ
産
・
イ
ギ
リ
ス
産
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
綿

布
の
輸
入
が
減
少
し
、
価
格
が
急
上
昇
し
た
。
そ
の
一
方
で
代
替
品
と

し
て
日
本
製
・
ア
メ
リ
カ
製
合
成
染
料
、
日
本
製
綿
布
の
輸
入
が
拡
大

し
た（

（1
（

。
原
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
製
品
の
価
格
も
上
昇

す
る
こ
と
に
な
り
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
利
益
が
上
が
ら
な
い
状
況
が

続
い
た
。
一
九
一
八
年
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
と
っ
て
困
難
な
状
況
に

変
化
は
な
か
っ
た
。
染
料
は
不
足
し
、
綿
布
に
つ
い
て
は
ロ
ン
ド
ン
―

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
供
給
さ
れ
て
い
る
も
の
の
仲
買
人
の
投
機
の
影

響
も
あ
り
、
価
格
が
さ
ら
に
上
昇
し
た
。
そ
の
他
、
多
く
の
種
類
で
バ

テ
ィ
ッ
ク
原
料
の
価
格
は
異
常
に
高
騰
し
、
生
産
停
止
に
追
い
込
ま
れ

テ
ィ
ッ
ク
生
産
に
つ
い
て
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
前
半
、
現
地

人
企
業
家
が
依
然
、
優
位
性
を
保
っ
て
お
り
、
市
場
を
奪
わ
れ
て
い
た

状
況
で
は
な
い［K

V
 1892

］。
例
え
ば
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン
地
区
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
企
業
家
が
一
九
二
○
年
に
七
○
名
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
ジ
ャ
ワ

人
で
あ
り
、
大
規
模
な
企
業
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
、
三
○
○
人

以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
［K

operberg 
1922:155

］［M
vO

 1922:151
］。
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
創
設
者
で
あ
る
バ

テ
ィ
ッ
ク
企
業
家
サ
マ
ン
フ
デ
ィ
も
一
九
○
○
年
代
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
バ

ニ
ュ
ワ
ン
ギ
、
バ
ン
ド
ン
な
ど
に
支
店
を
持
ち
、
バ
ン
ド
ン
支
店
は
彼

の
兄
弟
が
経
営
し
て
い
た
と
い
う
［N

oer 1973:106

］。

　

た
だ
し
、
綿
布
、
染
料
な
ど
の
原
材
料
の
取
引
に
つ
い
て
は
華
人
と

ア
ラ
ブ
人
の
仲
買
人
が
独
占
し
て
い
た
。
掛
買
い
に
よ
っ
て
取
引
を

行
っ
て
い
た
現
地
人
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
、
華
人
と
ア
ラ
ブ
人
の
仲

買
人
に
強
く
依
存
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
原
材
料
取
引
に
は
価
格

変
動
が
あ
り
、
多
く
の
知
識
と
資
本
力
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
や
、
華

人
と
ア
ラ
ブ
人
商
人
の
団
結
力
が
非
常
に
強
い
こ
と
か
ら
、
ジ
ャ
ワ
人

が
こ
の
取
引
に
直
接
参
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た

［V
b.15-11-23-12 （

９
）］。
こ
の
仲
買
人
へ
の
依
存
度
は
第
一
次
世
界
大
戦

期
に
さ
ら
に
強
く
な
る
。

二
．
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
と
ス
ラ
カ
ル
タ

　

海
外
か
ら
の
原
料
に
対
す
る
依
存
度
を
強
め
、
世
界
市
場
と
の
結
び

つ
き
を
強
め
て
い
た
こ
と
は
、
順
調
に
発
展
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
を
危
機
的
な
状
況
に
陥
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
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る
企
業
が
多
く
見
ら
れ
た
。
一
九
一
九
年
三
月
に
な
っ
て
や
っ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
送
が
復
活
す
る
と
、
一
九
二
○
年
、
染
料
・
綿
布
の

輸
入
が
反
発
的
に
急
増
し
た
。
綿
布
に
つ
い
て
は
、
特
に
中
級
、
上
級

キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
需
要
が
改
善
し
た
。
一
方
、
下
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ

ク
は
需
要
が
な
く
、日
本
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
低
品
質
の
ス
ー
パ
ー
（
未

晒
綿
布
）
が
好
ま
れ
た
。
原
材
料
の
輸
入
は
い
く
ら
か
改
善
し
た
も
の

の
、
価
格
が
激
し
く
乱
高
下
す
る
中
で
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
の
困
難
な

状
況
は
続
い
た
［V

H
N

L:1915-1920

］。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
は
原
料
の
品
不
足
だ
け
で
は
な
い
。
バ

テ
ィ
ッ
ク
市
場
の
動
向
は
住
民
経
済
の
変
化
に
密
接
に
関
係
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ワ
で
は
一
九
一
七
年
か
ら
二
○
年
に
か
け
て
船
舶
不
足
の
た

め
米
の
輸
入
も
困
難
に
陥
り
、
一
九
一
八
年
の
干
ば
つ
が
さ
ら
に
状
況

を
悪
化
さ
せ
た
た
め
、
食
糧
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
た
［
植
村

1998

］。
多
く
の
住
民
に
と
っ
て
新
し
い
衣
服
に
現
金
を
払
う
状
況
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
は
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
お
い
て
も

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
染
料
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

一
九
一
六
年
以
降
、植
民
地
政
庁
が
直
接
配
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ス
ラ
カ
ル
タ
の
庶
民
信
用
銀
行volkscredietbank

に
よ
る
と
、
全

体
の
一
八
分
の
一
の
量
し
か
ス
ラ
カ
ル
タ
に
届
い
て
お
ら
ず
、
需
要
の

全
て
を
満
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
［M

ental 1919:22

（
（1
（

］。
綿
布
に

つ
い
て
は
、
輸
入
が
減
少
し
た
こ
と
で
異
常
に
価
格
が
高
騰
す
る
中
、

原
材
料
取
引
を
行
う
華
人
・
ア
ラ
ブ
人
の
仲
買
人
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

い
た
掛
売
り
販
売
を
停
止
し
、
現
金
の
み
の
販
売
に
変
更
し
た
。
そ
の

表４
ジャワ・マドゥラの綿布輸入額（1000ギルダー）

発送元 1911 1912 1913 1914 1915 1916
未さらし オランダ 3818 3854 3431 3187 2981 2170

イギリス 4105 4631 3289 3831 4551 3822
その他 85 58 52 189 74 108

合計 8008 8543 6772 7207 7606 6100
さらし オランダ 14919 16665 18799 17753 12513 11895

イギリス 9149 8596 12514 12177 10520 11254
その他 1001 961 1316 1483 671 1105

合計 25069 26222 32629 31413 23704 24254
［VHNL 1911-1916］

表５
ジャワ・マドゥラの綿布輸入量（1000kg）

発送元 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930
未さらし オランダ 881 101 695 1380 993 1248 1005 412 526 362 275 141

イギリス 2514 2148 1429 3134 1041 1405 1049 859 867 416 362 165
日本 314 2701 4223 6756 5208 5294 4269 5558 5684 5199 5094 4531
中国 1229 870 564
その他 188 248 738 371 340 94 159 503 480 39 8 6

合計 3897 5198 7085 11641 7582 8041 6482 7332 7557 7446 7648 7245 6609 5407
さらし オランダ 3892 576 2479 6003 7196 8336 7931 7728 9026 11097 11590 10074

イギリス 6268 5677 3811 5720 4244 5104 3957 4178 6214 4641 4111 2677
日本 1027 2223 1039 2045 1103 471 439 680 758 733 1159 1466
その他 386 603 928 842 679 406 350 388 484 225 379 310

合計 11573 9079 8257 14610 13222 14317 12677 12974 16482 14128 15489 16696 17239 14527
［VHNL 1919-30］
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三
．
第
一
次
世
界
大
戦
後
（
一
九
二
〇
年
代
）
の
ス
ラ
カ
ル
タ

１
．
競
争
の
激
化

　

一
九
二
○
年
代
前
半
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
終
了
し
た
も
の
の
ス
ラ

カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
で
は
景
気
が
回
復
し
た
と
は
言
え
な
か
っ

た
。
一
九
二
二
年
頃
、
操
業
を
停
止
し
て
い
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
全

体
の
二
五
％
に
あ
た
る
七
二
社
も
あ
り
、
操
業
を
続
け
た
企
業
で
働
い

て
い
る
日
雇
い
労
働
者
数
は
全
体
の
三
三
％
で
あ
る
七
三
○
人
の
み

だ
っ
た（

（1
（

。
労
働
者
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
技
術
力
の
な
い

労
働
者
、特
に
技
術
に
乏
し
い
チ
ャ
ッ
プ
労
働
者
が
そ
の
対
象
と
な
り
、

雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
も
賃
金
が
三
○
％
下
落
し
た

［M
vO

 1922:151-152

］。

　

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
企
業
を
追
い
込
ん
だ
要
因
は
や
は
り
綿

布
価
格
の
乱
高
下
に
あ
る
。前
述
し
た
よ
う
に
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
、

綿
布
の
価
格
が
異
常
な
高
値
と
な
っ
て
い
た
が
、
船
舶
不
足
が
解
消
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
、
激
し
く
下
落
し
た
。
ス
ラ
カ
ル
タ
市
場

の
綿
布
価
格
（
一
○
○
ブ
ロ
ッ
ク
あ
た
り
）
は
一
九
二
○
年
が
三
四
○

○
ギ
ル
ダ
ー
で
最
高
値
と
な
り
、
一
九
二
三
年
に
は
九
○
○
ギ
ル
ダ
ー

に
ま
で
急
落
し
て
い
る
［Soekasno 1935:86

］。
こ
の
時
期
、
高
値

で
購
入
し
て
綿
布
の
在
庫
を
多
く
抱
え
た
企
業
は
、
そ
れ
を
処
分
す
る

こ
と
で
大
き
な
損
失
を
生
ん
だ
。
一
方
で
、
原
料
価
格
の
低
下
は
多
く

の
企
業
の
新
規
参
入
を
生
む
こ
と
に
も
な
り
、
企
業
間
の
競
争
が
激
化

し
た
。
そ
れ
は
製
品
の
低
価
格
競
争
に
つ
な
が
っ
た
。
特
に
資
金
力
の

乏
し
い
新
し
い
企
業
は
こ
の
競
争
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
原
料
購
入
に
よ
る
債
務
を
抱
え
た
企
業
は
、
華
人
・
ア
ラ
ブ
人
仲

た
め
資
金
力
の
な
い
特
に
小
規
模
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
打
撃
を
受

け
、
操
業
停
止
に
お
い
こ
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
現
れ
た
。
一
九
一
九
年
、

ス
ラ
カ
ル
タ
理
事
州
で
一
六
○
○
○
人
、
ス
ラ
カ
ル
タ
市
で
九
○
○
○

人
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
関
連
の
企
業
家
、
労
働
者
、
販
売
業
者
が
失
業
し
た

と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
が
人
の
手
に
よ
っ
て
生
産
し
て
い
た
バ
テ
ィ
ッ
ク

企
業
は
、
労
働
者
の
解
雇
と
い
う
手
段
で
損
害
を
抑
え
、
新
た
な
状
況

に
適
応
し
よ
う
と
し
た
と
も
い
え
る
［V

b.15-11-23-12

］ 

。

表６
バティック材料の価格変動（ギルダー）

1914年以前 1918年 1920年
綿布（15ヤード） 3-8 13-30 20-25
アニリン染料（kg） 8 80 16
インディゴ（30kg） 82.5 228.5 412
アメリカ製ダマル樹脂 8 32 31
日本製ミョウバン - 16.5 13
パラフィンワックス 24 32 32.5
イギリス製ミョウバン 7 21 25
ティモール製蜜蝋 100 115 130
日本製硫酸鉄 3 12 15
Kayu tinggi merah 3 3.5 3.5
kayu soga merah 7 9 7
ティモール産 kayu tegeran 15 25 70
樹脂；接着剤 40 60 55
mata kucing damar 34 40 60-70
kembang sumba 24 80 30
kembang sari kuning 11.5 21 35

［Koperberg 1922:156］
［Vb.15-11-23-12］

［Soekasno 1935:87］
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華
人
文
化
の
影
響
を
デ
ザ
イ
ン
面
で
早
く
か
ら
取
り
入
れ
て
い
た
プ
カ

ロ
ン
ガ
ン
産
の
売
り
上
げ
は
好
調
だ
っ
た
。
王
宮
起
源
の
伝
統
的
な
デ

ザ
イ
ン
が
重
要
視
さ
れ
る
王
侯
領
よ
り
も
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
の
方
が
流

行
に
早
く
順
応
で
き
た
た
め
と
い
え
る
。

　

一
九
二
五
年
、
ゴ
ム
ブ
ー
ム
の
た
め
外
領
、
海
外
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
の

需
要
が
増
加
し
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
全
体
が
一
時
的
に
活
性
化
し
た
。

し
か
し
、
ス
ラ
カ
ル
タ
産
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
引
き
続
き
苦
戦
し
て
い
た
。

そ
の
原
因
は
第
一
に
、
ジ
ャ
ワ
島
内
の
市
場
で
も
都
市
部
の
購
買
層
の

好
み
に
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な
デ
ザ
イ

ン
の
需
要
は
減
少
し
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
産
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
色
合
い

や
、
西
ジ
ャ
ワ
の
ス
ン
ダ
人
企
業
が
作
る
デ
ザ
イ
ン
が
好
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
ト
ゥ
ル
ン
ア
グ
ン
、
ポ
ノ
ロ
ゴ
、
ア
ン
バ

ラ
ワ
な
ど
で
、
王
侯
領
産
を
模
倣
し
た
色
で
染
め
ら
れ
た
安
価
な
バ

テ
ィ
ッ
ク
が
大
量
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
も
、
チ
ャ
ッ
プ
の
模
様
が
盗
ま
れ
、
短
時
間
に
安
価
な
模
造
品
が
市

場
に
出
回
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
ト
ゥ
ル
ン
ア
グ
ン
産

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
中
に
は
ス
ラ
カ
ル
タ
に
一
度
、
輸
送
さ
れ
、
そ
こ
で
ス

ラ
カ
ル
タ
の
企
業
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た
も
の
が
ス
ラ
カ
ル
タ
産
バ

テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
東
ジ
ャ
ワ
地
域
で
販
売
さ
れ
て
い
た
例
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
特
に
色
、
線
な
ど
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
基
本
的

な
知
識
に
欠
け
て
い
る
販
売
業
者
・
消
費
者
に
好
ま
れ
た
と
い
う

［V
H

N
L 1922:132

］［Soerachm
an 1927:50

］［M
r:67/26

］［A
non 

1926:162
］。

買
人
に
返
済
す
る

た
め
の
現
金
が
す

ぐ
に
必
要
と
な

り
、
下
落
し
て
い

る
市
場
価
格
に
合

わ
せ
て
彼
ら
の
製

品
を
販
売
す
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
強

い
ら
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
ス
ラ
カ
ル
タ
市
街
地
の
生
産
拠
点
に
あ
り
、
経
験
の
あ
る
バ

テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
こ
の
競
争
を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。し
か
し
、

製
品
価
格
を
下
げ
た
こ
と
で
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
の
拡
大
に
少
な
か
ら
ず

打
撃
を
与
え
た
［M

r:67/1926

］［Soerachm
an 1927:49

］。

　

外
領
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
植
民
地
な
ど
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
地
域
か

ら
の
需
要
の
変
化
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
景
気
を
左
右
し
た
。
一
九
二

○
年
、
合
成
染
料
、
綿
布
な
ど
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
の
輸
入
規
模
は
大

戦
前
の
水
準
に
回
復
し
た
が
、
一
九
二
一
、二
二
、二
三
年
と
外
領
、
海

峡
植
民
地
の
茶
、
ゴ
ム
栽
培
地
域
か
ら
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
需
要
の
減
少
に

よ
り
、
多
く
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
事
業
を
縮
小
し
た
。
ス
ラ
カ
ル
タ

産
バ
テ
ィ
ッ
ク
も
ス
マ
ト
ラ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
外
へ
輸
送
さ
れ
、

ジ
ャ
ワ
市
場
で
の
需
要
減
退
に
お
け
る
損
失
を
い
く
ら
か
減
ら
し
て
い

た
の
だ
が
、
し
だ
い
に
王
侯
領
、
つ
ま
り
ス
ラ
カ
ル
タ
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
生
産
さ
れ
る
伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
外
領
、

海
外
で
あ
ま
り
好
ま
れ
な
く
な
っ
た（

（1
（

。そ
の
一
方
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
、

表７
スラカルタ市場の綿布（100blok）
の価格（ギルダー）

年度 価格
1916 500
1917 750
1918 1100
1919 1600-2400
1920 3400
1921 2400
1922 1200-1800
1923 900
1924 1175-1200

［Soekasno 1935:86］
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統
的
な
方
法
で
生
産
を
継
続
し
て
い
た
。
一
九
二
六
年
、
ス
ラ
カ
ル
タ

で
は
手
描
き
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
は
た
っ
た
四
社
の
み
で
行
わ
れ
、
そ
れ
は

華
人
企
業
三
社
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
企
業
一
社
で
あ
る
［V

b.15-11-23-
12

］［Soerachm
an 1927:12, 31-32

］。

　

製
造
方
法
の
簡
素
化
に
伴
い
、
材
料
も
低
価
格
化
が
進
め
ら
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
綿
布
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
四
年
ま
で
停
滞
し

て
い
た
が
、
二
五
年
以
降
、
改
善
し
た
。
た
だ
、
か
つ
て
高
価
な
晒
綿

布
で
あ
る
上
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
み
を
使
用
し
て
い
た
バ
テ
ィ
ッ
ク

企
業
が
中
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
安

価
な
下
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
し
て
い
た
企
業
は
主
に
日
本
か
ら

輸
入
さ
れ
る
さ
ら
に
低
品
質
の
未
晒
綿
布
ス
ー
パ
ー
に
転
換
す
る
と
こ

ろ
も
現
れ
た
。
輸
入
さ
れ
る
未
晒
綿
布
に
関
し
て
は
一
九
一
○
年
代
末

か
ら
日
本
製
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
後
も
未
晒
綿
布
に
お
け
る
日
本
製
の
優
位
に
揺
ら
ぎ
は
な
か
っ
た

［V
H

N
L:1921-30

］［Soerachm
an 1927:39

（
（1
（

］。

　

染
料
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
大
戦
前
か
ら
天
然
染
料
以
外

に
、
合
成
藍
、
ア
ニ
リ
ン
染
料
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

導
入
に
も
地
域
差
が
あ
る
。
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
天
然
染
料
に
よ
る
風
合

い
が
好
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
職
人
が
派
手
な
色

合
い
の
ア
ニ
リ
ン
染
料
の
使
用
を
拒
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
大
戦
期
の
原

料
不
足
を
経
て
、
二
○
年
代
中
頃
か
ら
ス
ラ
カ
ル
タ
で
も
合
成
染
料
の

使
用
量
が
徐
々
に
増
加
し
た
。
ア
ル
スalusan

、
つ
ま
り
上
級
の
も

の
に
対
し
て
は
従
来
通
り
天
然
染
料
を
使
用
し
て
い
た
が
、
カ
サ
ー
ル

kasaran

、
つ
ま
り
下
級
の
も
の
に
は
合
成
染
料
に
よ
る
染
色
を
導
入

２
．
危
機
へ
の
対
応

　

ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
一
九
二
○
年
代
後
半
、
生
き
残

り
を
か
け
て
、
景
気
の
悪
化
、
外
領
へ
の
輸
出
減
、
他
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

生
産
地
と
の
競
争
な
ど
多
く
の
課
題
に
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
。
ま
ず
行
わ
れ
た
の
が
、
製
造
方
法
の
簡
素
化
に
よ
り
、
価
格
面
で

の
競
争
力
を
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
、
そ
れ
ま
で
重

要
な
部
分
の
ロ
ウ
置
き
に
つ
い
て
は
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン
に
よ
る
手
描
き
と

い
う
旧
来
の
方
法
が
依
然
と
し
て
中
心
で
あ
り
、
他
地
域
に
比
べ

チ
ャ
ッ
プ
の
使
用
は
限
定
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
チ
ャ
ッ
プ
を
用
い
た

ロ
ウ
置
き
に
は
三
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
最
も
低
品
質
向
け

の
方
法
で
、
模
様
描
き
（ngengreng
）
と
防
染
の
た
め
の
ロ
ウ
ふ
せ

（tem
bok

）
を
一
つ
の
チ
ャ
ッ
プ
で
行
う
。
第
二
に
、
中
品
質
向
け
の

方
法
で
、
模
様
描
き
と
防
染
の
た
め
の
ロ
ウ
ふ
せ
を
別
々
の
チ
ャ
ッ
プ

を
使
用
し
て
行
う
。
第
三
に
、
高
品
質
向
け
の
方
法
で
模
様
描
き
は

チ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
行
い
、
ロ
ウ
ふ
せ
を
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン
に
よ
る
手
作

業
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ス
ラ
カ
ル
タ
で
も
安

価
な
製
品
に
対
し
て
は
作
業
を
簡
素
化
す
る
た
め
チ
ャ
ッ
プ
の
使
用
頻

度
が
増
加
し
た
。
長
い
時
間
が
か
か
る
ロ
ウ
置
き
前
の
綿
布
の
下
処
理

に
つ
い
て
も
同
様
で
、
旧
来
の
製
造
方
法
で
は
重
要
な
過
程
で
あ
っ
た

が
、
チ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し
た
製
造
現
場
で
は
限
定
的
に
行
わ
れ
る
か
、

全
く
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
安
価
で
低
品
質
な

チ
ャ
ッ
プ
製
バ
テ
ィ
ッ
ク
へ
の
シ
フ
ト
を
強
め
た
ス
ラ
カ
ル
タ
の
現
地

人
企
業
で
は
、
結
果
的
に
伝
統
的
な
製
造
方
法
に
よ
る
生
産
を
次
第
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
専
ら
華
人
企
業
の
み
が
伝
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せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
下
級
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
多
く
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ニ
リ
ン
染
料
は
こ
れ
ま
で
の
天
然
染
料
と
比
べ
、

深
く
鮮
や
か
な
色
で
退
色
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
原
因
で
「
不
快
な
ほ
ど
激
し
い
色
の
影
響
を
与
え
、
伝
統
的
な

ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
美
し
さ
や
風
合
い
を
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
識
者
に
は
評
さ
れ
て
い
た
［K

operberg 1922:154

］。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
余
裕
の
あ
る
限
り
少
し
で
も
品
質
の
よ
い

衣
服
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
心
理
に
よ
っ
て
高
品
質
な
製
品
を
好
む

消
費
者
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
原
料
・
製
造
方
法
を
復
活
さ
せ
た
企

業
が
現
れ
た
。
原
料
の
綿
布
に
つ
い
て
は
、
安
価
な
日
本
製
未
晒
綿
布

で
は
な
く
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
、
二
○
年
代
末
に

な
る
と
安
価
で
高
品
質
な
日
本
製
晒
綿
布
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
染
料
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
高
品
質
な
製
品
に
は
合
成

染
料
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
天
然
染
料
を
使
用
し
た
。
製
法
に
つ
い
て

も
同
様
で
、
チ
ャ
ッ
プ
の
利
用
頻
度
が
高
ま
っ
た
と
は
い
え
、
高
品
質

な
製
品
で
は
従
来
の
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン
に
よ
る
手
描
き
も
行
わ
れ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
後
、多
く
の
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ
て
も
、

熟
練
の
手
描
き
労
働
者
は
高
い
賃
金
を
得
て
、
特
に
西
洋
人
や
裕
福
な

華
人
女
性
向
け
の
企
業
で
た
や
す
く
仕
事
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

［V
b.15-11-23-12

］［K
operberg 1922:154

］。

　

こ
の
よ
う
に
大
胆
な
改
善
策
を
取
り
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
伝
統
的

な
製
法
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
は

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
主
要
な
生
産
地
と
い
う
地
位
を
守
り
続
け
た
。
他
地
域

と
の
競
争
が
激
化
し
て
い
た
一
九
二
五
年
、
輸
送
量
か
ら
見
積
も
ら
れ

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
職
人
の
経
験
や
勘
に
頼
っ
て
い
た
染

色
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
に
合
成
染
料
で
あ

る
ア
ニ
リ
ン
染
料
が
不
可
欠
の
も
の
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

オ
ー
ラ
ミ
ン
（
黄
色
染
料
）、
ロ
ー
ダ
ミ
ン
（
赤
色
染
料
）
を
用
い
た

近
代
的
な
染
色
技
術
に
よ
っ
て
ソ
ガ
染
め
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
生

み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
ロ
ー
ダ
ミ
ン
に
よ
り
鮮
や
か
な
色

合
い
に
な
っ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
売
れ
行
き
が
好
調
で
あ
っ
た

［Soekasno1935: 91

］［Soerachm
an 1927:20

］。

　

一
九
二
○
年
代
後
半
、
ス
ラ
カ
ル
タ
産
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
需
要
の
減
少

が
言
わ
れ
て
い
た
が
、
中
級
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
需
要
が
減
少
す
る
中
で
低

級
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
需
要
は
増
加
し
た
。
こ
れ
は
低
品
質
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

が
主
に
生
産
す
る
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン
地
区
に
近
い
プ
ル
ウ
ォ
サ
リ
駅
か
ら
輸

送
さ
れ
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
量
が
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ

る
。
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
、
チ
ル
ボ
ン
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
ト
ゥ
ル
ン
ア
グ
ン

な
ど
で
生
産
さ
れ
る
安
価
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
製
品
に
よ
っ
て
競
争
が
激
化

す
る
中
、
こ
の
よ
う
に
ス
ラ
カ
ル
タ
で
も
徐
々
に
チ
ャ
ッ
プ
、
合
成
染

料
の
導
入
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
低
価
格
競
争
に
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
た
［Soerachm
an 1927:49

］［M
vO

 1932:255

］。

３
．
高
品
質
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
生
産

　

低
品
質
な
製
品
が
増
産
さ
れ
る
一
方
で
、
高
品
質
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
の

生
産
が
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
低
価
格
競
争
に
生
き
残
る
た
め
の
方
策
は
芸
術

産
業
と
し
て
の
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
特
徴
を
大
き
く
後
退
さ
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家
内
産
業
か
ら
工
場
制
手
工
業
へ
と
シ
フ
ト
し
、
こ
の
地
域
の
重
要
な

産
業
へ
と
成
長
し
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
限
ら
れ
た
貴
族
層
向
け
の
製

品
か
ら
、一
般
の
ジ
ャ
ワ
人
が
使
用
す
る
生
活
必
需
品
へ
と
変
化
し
た
。

　

し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
は
そ
の
成
長
に
水
を
差
す
ど
こ
ろ
か
、
存

立
の
危
機
に
直
面
す
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
与

え
た
。
た
だ
し
、
不
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ジ
ャ
ワ
に
住
む
人
々
の
生

活
を
支
え
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
続
け
て
い
た
と
言
え
る
。
一
九
二
○

年
代
を
通
し
て
一
定
数
の
男
女
の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
。
特
に
多

く
の
女
性
労
働
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
点
、
多
く
の
地
域
で
現

地
人
企
業
家
が
活
躍
し
て
い
た
点
に
注
目
で
き
る
。

　

そ
の
中
で
主
要
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
地
で
あ
る
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
、

市
場
を
一
部
奪
わ
れ
、
生
産
量
を
減
ら
し
な
が
ら
も 

一
定
の
シ
ェ
ア

を
守
り
続
け
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
大
衆
化
が
進
む
一
方
で
芸
術
産
業
と

し
て
の
役
割
は
後
退
し
た
。
し
か
し
、
従
来
、
伝
統
的
製
法
と
デ
ザ
イ

ン
が
好
ま
れ
た
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
、
チ
ャ
ッ
プ
製
造
と
合
成
染
料
の
使

用
に
つ
い
て
は
急
速
に
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
第
一
次
世
界
大

戦
と
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
の
中
で
、
選
択
的
に
遅
れ
て
進
行
し
た
と

言
え
る
。
ま
た
、
天
然
染
料
を
用
い
た
伝
統
的
な
製
造
方
法
に
よ
る
高

品
質
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
製
造
も
続
け
ら
れ
て
い
た
。
大
衆
的
な
バ

テ
ィ
ッ
ク
に
シ
フ
ト
し
な
が
ら
も
ジ
ャ
ワ
の
伝
統
的
な
様
式
に
よ
る
生

産
も
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
バ
テ
ィ
ッ
ク

産
業
は
植
民
地
時
期
か
ら
現
代
ま
で
「
民
族
産
業
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、

そ
の
中
心
が
ス
ラ
カ
ル
タ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

る
ジ
ャ
ワ
全
体
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
生
産
額
は

四
○
○
○
万
ギ
ル
ダ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
ス
ラ
カ
ル
タ
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
合

わ
せ
て
一
五
○
○
万
ギ
ル
ダ
ー
を
占
め
て
い

た
［Soerachm

an 1927:50-51

］。
労
働
者

数
に
お
い
て
も
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
企
業
で
は
一
九
二
○
年
、
最
大
で

三
一
五
七
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
四
年
に

は
四
六
八
六
人
（
男
性
二
六
六
六
人
、
女
性

一
六
八
三
人
、
子
供
三
三
七
人
）
と
な
り
、

不
況
下
に
お
い
て
も
一
定
数
の
労
働
者
を
確

保
し
て
い
た
［A

non 1926:161

］。
一
九
二

○
年
代
末
に
な
っ
て
も
市
場
全
体
で
海
外
需

要
の
増
加
も
あ
り
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
は
好
ま
し
い
状
況
に
あ
っ

た
。
一
九
二
○
年
代
全
体
と
し
て
、
大
戦
前

と
変
わ
ら
ず
、
地
域
の
住
民
に
大
き
な
利
益

を
も
た
ら
し
て
い
た
と
い
え
る（

（1
（

。

ま
と
め

　

一
九
世
紀
中
頃
か
ら
二
○
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
ジ
ャ
ワ
の
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
は
、
世
界
市
場
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の

原
料
の
輸
入
の
増
加
、新
た
な
製
造
方
法
の
導
入
な
ど
の
変
革
を
進
め
、

表８
スラカルタのバティック企業

現地人 華人 アラブ人 西洋人 合計 労働者数
1920 167 94 36 3 300 3157
1922 157 87 35 2 281
1924 175 33 23 16 247 4686

［Anon 1926:161］
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袖
の
も
の
を
着
、
そ
の
上
に
更
紗
ま
た
は
薄
絹
の
丈
長
き
も
の
を
着
、

上
流
者
は
ビ
ロ
ー
ド
な
ど
の
上
衣
を
用
ゆ
る
も
の
あ
り
。
総
じ
て
女
子

は
幅
一
尺
長
さ
六
尺
あ
ま
り
の
布
（
絹
ま
た
は
更
紗
）
の
耳
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
た
も
の
を
肩
よ
り
脇
に
掛
け
、
ま
た
は
腰
に
帯
の
ご
と
く
巻
き
、

日
中
外
出
の
時
は
こ
れ
を
か
ざ
し
て
日
を
覆
」
っ
て
い
る
。「
男
女
の

服
装
は
都
会
の
地
方
に
於
け
る
者
な
れ
ど
も
、
爪
哇
の
旧
都
な
る
中
部

地
方
に
お
い
て
は
大
い
に
異
な
る
も
の
あ
り
。
こ
の
地
方
に
お
い
て
農

家
の
男
女
は
其
の
衣
に
藍
縞
、
紺
縞
の
木
綿
を
用
い
、
男
児
は
猿
股
を

穿
ち
、
女
子
は
サ
ロ
ン
の
代
わ
り
に
紐
を
附
け
た
る
湯
文
字
の
如
き
も

の
用
い
」
て
い
る
［
藤
瀬 1898:137-138

］。

　
（
6
）　

テ
ィ
ン
ギ
の
他
に
は
ジ
ャ
ン
バ
ルJam

bal

、
ト
ゥ
ガ
ラ
ン

T
egarang

な
ど
が
ソ
ガ
染
め
で
使
用
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
に
は
ソ

ガ
の
植
物
全
体
の
三
分
の
一
が
テ
ィ
ン
ギ
だ
っ
た
い
う
［Soerachm

an 
1927:24

］。

　
（
7
）　

伝
承
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
水
路
の
間
に
位
置
す
る
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン
は

一
六
世
紀
か
ら
す
で
に
商
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
そ
の
市
場
は
藍
、
織

物
、
糸
に
特
化
し
、
ア
ヘ
ン
も
取
引
さ
れ
て
い
た
。
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン

Law
eyan

は
ジ
ャ
ワ
語
のlaw

e

、
つ
ま
り
糸
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と

い
う
［Brenner 1991:30

］

　
（
8
）　

ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
製
造
に
必
要
な
東
部
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

産
染
色
木
・
樹
皮
を
ス
ラ
バ
ヤ
、
グ
リ
ッ
セ
経
由
で
受
け
取
っ
た
。
鉄

道
敷
設
前
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
ソ
ロ
川
を
利
用
し
て
船
で
運
ば
れ
て
い

た
。
鉄
道
敷
設
後
、
原
料
の
集
積
地
は
ソ
ロ
川
に
面
し
て
い
る
地
域
か

ら
町
の
中
心
地
に
移
動
し
た
［Soerachm

an 1927:23

］。

　
（
9
）　

ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
家
た
ち
が
非
常
に
個
人
的
な
経
営

を
好
み
、
家
族
間
で
も
共
同
の
事
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
だ
と
、
当
時

の
ス
ラ
カ
ル
タ
の
信
用
銀
行
の
支
配
人
が
指
摘
し
て
い
る
［V

b.15-11-
23-12

］。

註（
1
）　

二
○
世
紀
前
半
の
丁
字
入
り
た
ば
こ
産
業
に
つ
い
て
は
拙
稿
［
赤
崎 

2008

］［
赤
崎 2009

］
を
参
照

　
（
2
）　

日
本
で
は
関
本
が
近
現
代
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
関
す
る
文
化
人
類

学
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
［
関
本 1995

］［
関
本 2000

］［
関
本 

2003

］。
ま
た
、
松
尾
が
綿
産
業
研
究
の
中
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
つ

い
て
も
概
観
し
て
い
る
［M

atsuo 1970

］。

　
（
3
）　

ス
ラ
カ
ル
タ
の
イ
ス
ラ
ム
同
盟
に
つ
い
て
は
拙
稿
［
赤
崎 2011

］
を

参
照
。

　
（
4
）　
「
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
液
体
の
熱
い
ロ
ウ
で
製
作
さ
れ
、
そ
の
ロ
ウ
は
チ
ャ

ン
テ
ィ
ンchanting

と
呼
ば
れ
る
、
銅
、
も
し
く
は
銀
製
の
一
オ
ン

ス
ほ
ど
の
小
さ
く
て
軽
い
容
器
に
二
イ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
小
さ
い
チ
ュ
ー

ブ
を
備
え
た
も
の
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
液
体
の
ロ
ウ
が

少
し
ず
つ
流
れ
る
。
こ
の
チ
ュ
ー
ブ
付
き
容
器
に
は
五
イ
ン
チ
く
ら
い

の
棒
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
を
鉛
筆
の
よ
う
に
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま

な
模
様
を
布
の
両
側
か
ら
ロ
ウ
で
描
く
。
模
様
を
描
き
終
わ
る
と
、
白

の
ま
ま
に
し
た
い
部
分
や
他
の
色
に
し
た
い
部
分
に
ロ
ウ
を
か
ぶ
せ
、

染
料
の
中
に
浸
す
。
色
を
さ
ら
に
濃
く
し
た
い
場
合
は
二
度
浸
す
。
ロ

ウ
に
覆
わ
れ
た
部
分
は
染
ま
ら
な
い
。
ロ
ウ
を
取
り
除
く
と
き
に
は
熱

湯
に
溶
け
る
ま
で
浸
す
。
色
を
さ
ら
に
加
え
た
い
と
き
に
は
こ
の
作
業

を
繰
り
返
す
」［Raffl
es 1830:188-189

］。

　
（
5
）　

一
九
世
紀
後
半
、
ジ
ャ
ワ
を
訪
れ
た
三
井
物
産
の
藤
瀬
が
ジ
ャ
ワ
人

の
服
装
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
男
子
は
二
尺
四
方
位
の
更
紗
の
布
巾
を
も
っ
て
之
を
巻
き
、
腰
に

は
各
サ
ロ
ン
（
更
紗
）
を
巻
く
。
サ
ロ
ン
は
丈
三
尺
横
幅
六
尺
く
ら
い

の
更
紗
に
し
て
、
耳
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
袋
の
底
な
き
も
の
の
ご
と
く

し
、
こ
れ
に
て
半
身
を
巻
き
、
別
段
、
帯
を
用
い
ず
し
て
こ
れ
を
締
め
」

て
い
る
。「
女
子
の
上
衣
の
下
に
は
白
き
リ
ネ
ン
ま
た
は
金
巾
の
短
き
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［M
.W
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elvaart der Inlandsche 

B
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（
10
）　

配
給
に
つ
い
て
は
内
務
部
と
地
方
銀
行A

fdeelingsbanken

に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
年
度
の
後
半
期
に
は
約
一
○
○
万
ギ
ル
ダ
ー
に
相
当

す
る
規
模
で
購
入
さ
れ
た
［V

H
N

L 1916 : 194

］。

　
（
11
）　

一
九
一
七
年
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
産
晒
綿
布
の
キ
ロ
毎

の
価
格
は
二
・
二
ギ
ル
ダ
ー
、
二
・
二
五
ギ
ル
ダ
ー
、
一
・
八
五
ギ
ル
ダ
ー

だ
っ
た
［M

entel 1919:21

］。

　
（
12
）　

一
九
一
六
年
九
月
～
一
九
一
七
年
に
、
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
イ
ン
デ
ィ

ゴ
以
外
の
染
料
の
た
め
に
一
九
○
○
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
購
入
さ
れ
た
。

一
九
一
六
年
、
一
七
年
の
政
庁
報
告
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ワ
全
体
の
輸
入

量
は
三
四
六
七
八
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
［M

ental 1919:22

］。

　
（
13
）　

労
働
者
を
雇
わ
な
い
自
営
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
者
は
含
ま
れ
な
い
。

　
（
14
）　

ジ
ャ
ワ
島
内
に
お
い
て
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
大
規
模
な
企
業
は
自
力
で

販
売
で
き
て
い
た
が
、
ジ
ャ
ワ
島
外
へ
の
販
売
は
ア
ラ
ブ
人
商
人
の
手

を
借
り
て
行
っ
て
い
た
［M

vO
 1922:153

］。

　
（
15
）　

一
九
二
八
年
、
オ
ラ
ン
ダ
製
晒
綿
布
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
日
本
製
未
晒
綿
布
ス
ー
パ
ー
を
華
人
商
人
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た

た
め
で
あ
る
［V

H
N

L:1928-30

］。

　
（
16
）　

一
九
二
○
年
代
後
半
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
で
は
通
常
期
、
年
間
八
○

○
○
万
ギ
ル
ダ
ー
の
販
売
額
が
あ
り
、
二
○
○
万
ギ
ル
ダ
ー
の
バ

テ
ィ
ッ
ク
が
海
外
へ
と
輸
出
さ
れ
た
。
そ
の
輸
出
さ
れ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク

製
品
の
九
五
％
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
か
っ
て
い
た
［A

non 1933
］

［A
non 1930:4

］［V
H

N
L:1921-23

］。

【
略
語
】

［K
V

］K
oloniaal V
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［M
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vO

］M
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orie van overgave van Surakarta
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赤
崎
雄
一
．2008

．「
蘭
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
丁
字
入
り
た
ば
こ
産
業
の
展
開
」

『
史
学
研
究
』
第
二
六
二
号 

赤
崎
雄
一
．2009

．｢

恐
慌
期
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
丁
字
入
り
た
ば
こ
産
業｣

『
東

南
ア
ジ
ア 

歴
史
と
文
化
』
第
三
八
号 

赤
崎
雄
一
．2011

．「
イ
ス
ラ
ム
同
盟
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